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『
捜
神
記
」
出
版
に
つ
い
て

ー
ー
当
時
の
知
識
人
の
小
説
評
価
に
む
け
て
｜
｜

明
末
に
お
け
る

明末における『捜神記j出版について

紀

大

キす

由

子

ii 

め

じ

東
晋
・
干
宝
撰
『
捜
神
記
』
は
、
六
朝
志
怪
小
説
を
代
表
す
る
作
品
の
一
つ
で
あ
る
。
六
朝
志
怪
小
説
の
多
く
は
散
侠
し
て
お
り
、

『
捜
神
記
』
も
そ
の
例
外
で
は
な
く
、
趨
宋
に
は
散
侠
し
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
明
代
に
至
っ
て
、
『
捜
神
記
』
の
輯
侠
・

編
纂
作
業
が
行
わ
れ
、
い
わ
ゆ
る
「
二
十
巻
本
」
（
「
秘
冊
葉
画
』
所
収
本
な
ど
）

「
八
巻
本
」
（
「
広
漠
貌
叢
書
』
所
収
本
な
ど
）

「
道
蔵
本
」
な
ど
の
テ
キ
ス
ト
が
陸
続
と
刊
行
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
乙
れ
ら
の
う
ち
、
善
本
と
し
て
信
頼
が
お
け
る
も
の
は
、
「
二
十

巻
本
」
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

志
怪
小
説
に
対
す
る
評
価
と
し
て
、
「
論
語
』
述
而
篇
に
「
子

し
る

異
を
志
し
た
」
志
怪
小
説
は
、
文
学
ジ
ャ
ン
ル
の
中
で
も
低
い
位
置
に
あ
る
と
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
明
代
に
『
捜
神
記
』
を
輯

怪
力
乱
神
を
語
ら
ず
」
と
あ
る
よ
う
に
、
中
国
に
お
い
て
は
「
怪
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侠
・
刊
行
を
し
た
人
々
の
中
に
は
、
当
時
の
文
学
者
と
し
て
は
一
流
の
知
識
人
た
ち
も
含
ま
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
『
捜
神
記
』
に
関
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す
る
従
来
の
研
究
は
、
二
十
巻
本
『
捜
神
記
』
を
ほ
ぼ
子
宝
の
原
書
と
見
な
し
た
上
で
、
干
宝
の
思
想
や
六
朝
時
代
に
お
け
る
志
怪
小

説
の
位
置
な
ど
を
論
じ
た
も
の
が
主
で
あ
り
、
や
や
も
す
る
と
、
『
捜
神
記
」
が
、
明
代
に
編
纂
さ
れ
た
と
い
う
事
実
は
、
看
過
さ
れ

が
ち
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
本
稿
は
『
捜
神
記
』
の
内
容
そ
の
も
の
を
論
じ
る
よ
り
は
、
明
代
に
至
っ
て

「
捜
神
記
」
が
輯
供
さ
れ
た
こ

と
に
注
目
し
、
二
十
巻
本
『
捜
神
記
」
の
編
纂
・
刊
行
の
状
況
及
び
意
図
を
明
ら
か
に
し
た
上
で
、
明
代
に
志
怪
小
説
が
ど
の
よ
う
に

受
け
取
ら
れ
て
き
た
の
か
考
え
る
出
発
点
と
し
た
い
。

一
、
ニ
十
巻
本
「
捜
神
記
』
の
成
立

『
四
庫
提
要
」
の
子
部
・
小
説
家
類
三
は
、
『
捜
神
記
』
の
成
立
を
め
ぐ
っ
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

此
の
本
（
二
十
巻
本
「
捜
神
記
」
）

胡
震
亨
『
秘
冊
蒙
函
』
の
刻
す
る
所
為
り
。
後
に
其
の
版
を
以
て
毛
晋
に
帰
し
、
『
津
逮
秘

書
』
に
編
入
せ
し
者
な
り
。

こ
の
記
事
に
よ
っ
て
、
二
十
巻
本
「
捜
神
記
』
が
明
の
胡
震
亨
の
編
纂
し
た

「
秘
冊
蒙
函
』
に
収
め
ら
れ
、
後
に
そ
の
版
木
が
『
津

逮
秘
書
』
に
収
録
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。
ち
な
み
に
、
二
十
巻
本
『
捜
神
記
』
を
研
究
す
る
際
、
底
本
と
す
る
の
は
普
通
、
清
の
張

海
鵬
編
「
学
津
討
原
』
で
あ
り
、
こ
れ
は
「
津
逮
秘
書
』
を
基
に
し
て
い
る
。
『
四
庫
提
要
』
の
記
事
は
、
末
尾
に
胡
応
麟
「
甲
乙
剰

一
言
』
の
言
葉
を
引
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

胡
応
麟
『
甲
乙
剰
一
言
」
に
日
く
、
「
挑
叔
祥
（
叔
祥
は
桃
士
券
の
字
）

余
（
胡
応
麟
）

の
家
蔵
の
書
目
に
干
宝
『
捜
神
記
』
有



お
ど
ろ

る
を
見
、
大
い
に
骸
き
て
日
く
、
〈
果
た
し
て
是
の
書
有
り
や
〉
と
。
余

之
に
応
じ
て
臼
く
〈
此
れ
『
法
苑
〔
珠
林
〕
』

「
芸
文
〔
類
緊
〕
』
『
〔
北
堂
〕
書
妙
』
諸
書
中
従
り
録
出
す
る
に
過
ぎ
ざ
る
の
み
。

み

ま

こ

と

宣
に
金
面
・
石
匿
・
幽
巌
・
土
窟
従
り
掘
り
得
た
ら
ん
や
。
大
抵
後
出
の
異
書
、
皆
な
此
の
類
な
り
〉
と
。
」
斯
の
言
允
な
り
。

「
〔
太
平
〕
御
賢
』

『
初
学
〔
記
〕
』

こ
れ
に
よ
り
、
次
の
二
つ
の
こ
と
が
分
か
る
。

一
つ
に
、
明
末
の
文
人
胡
応
麟
の
蔵
書
目
録
に
干
宝
『
捜
神
記
』
が
あ
り
、
そ
れ
を

明末における『捜神記』出版について

見
た
友
人
の
挑
士
舜
が
大
い
に
骸
い
た
と
い
う
こ
と

0

・
も
う
一
つ
は
、
こ
の
胡
応
麟
所
蔵
の
「
捜
神
記
』
は
、
『
法
苑
珠
林
』

『太

『
初
学
記
』

「
北
堂
書
妙
』
な
ど
の
類
書
に
残
存
す
る
「
捜
神
記
」
の
侠
文
を
輯
め
て
成
立
し
た
と

平
御
覧
』

『
芸
文
類
緊
』

い
う
こ
と
で
あ
る
。
さ
て
、
「
秘
冊
蒙
函
』
は
、
干
宝
『
捜
神
記
』
を
は
じ
め
、
漢
代
か
ら
宋
代
ま
で
の
書
物
が
二
十
二
種
収
め
ら
れ

た
叢
書
で
あ
る
。
そ
の
序
文
を
見
る
と
、
「
万
暦
葵
卯
八
月
一
日

繍
水
沈
士
龍
汝
納
・
武
原
胡
震
亨
孝
輯
問
題
」
と
あ
り
、
万
暦
実

卯
（
万
暦
三
十
一
年
・
一
六
O
一
二
年
）
に
、
沈
士
龍
と
胡
震
亨
と
の
子
で
一
応
の
成
立
を
見
た
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
そ
し
て
更
に

詮
目
さ
れ
る
の
は
『
秘
冊
蒙
函
』
の
編
纂
に
は
、
桃
士
券
も
加
わ
っ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
『
明
詩
人
小
伝
稿
』
巻
五
・

桃
士
舜
伝
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

〔
桃
〕
士
舜

字
は
叔
祥
、
海
塩
の
人
。
因
子
生
に
し
て
、
才
学
奥
博
な
り
。
秦
漢
以
来
の
遺
文
秘
簡
を
蒐
討
し
、
『
秘
冊
蒙
函
』

の
若
干
巻
を
撰
す
。

右
の
記
事
に
は
、
桃
士
舜
が
「
秘
冊
蒙
函
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
幾
つ
か
の
書
物
の
編
纂
に
、
携
わ
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
具
体
例
と
し
て
は
、
「
秘
冊
繋
画
」
所
収
『
於
陵
子
』
の
序
文
な
ど
よ
り
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
以
上
「
四
庫
提
要
』
の
引
く
胡

45 
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応
麟
『
甲
乙
剰
言
』
及
び
、
『
秘
冊
蒙
函
』
の
編
纂
に
桃
士
舜
が
参
加
し
て
い
た
事
実
よ
り
、
従
来
「
捜
神
記
』
の
編
纂
・
刊
行
の
過

程
は
次
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
て
い
た
。
ま
ず
、
胡
応
麟
が
類
書
等
か
ら
の
輯
侠
作
業
を
通
し
て
『
捜
神
記
』
を
編
纂
し
、
そ
れ
を
実
見

し
た
桃
士
舜
が
、
胡
応
麟
所
蔵
『
担
神
記
』
を
手
に
入
れ
て
、
同
郷
の
友
人
胡
震
亨
と
共
に
、
『
秘
冊
葉
函
』
に
収
め
刊
行
し
た
の
で

あ
る
、
と
。
こ
の
よ
う
な
『
捜
神
記
」
の
編
纂
を
め
ぐ
っ
て
、
小
南
一
郎
「
干
宝
『
捜
神
記
」
の
編
纂
（
下
）
」
（
『
東
方
学
報
（
京
都
）
』

第
七
O
冊
・
一
九
九
八
年
）
は
、
次
の
よ
う
な
見
解
を
示
す
。

明
代
に
お
け
る
二
十
巻
本
「
捜
神
記
」
の
出
現
に
つ
い
て
、
現
存
の
資
料
を
組
み
合
わ
せ
て
、
も
っ
と
も
簡
単
な
形
で
の
由
来
説

明
を
付
け
れ
ば
、
次
の
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
胡
応
麟
の
も
と
に
あ
っ
た
輯
本
の
「
損
神
記
」
が
桃
士
舜
と
胡
震
亨

と
の
も
と
に
も
た
ら
さ
れ
、
そ
れ
が
「
秘
冊
蒙
画
」
な
ど
の
叢
書
に
収
め
ら
れ
て
、
出
版
さ
れ
た
の
だ
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
し

か
し
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
二
十
巻
本
の
序
文
な
ど
に
、
こ
の
テ
キ
ス
ト
が
胡
応
麟
か
ら
出
た
も
の
だ
と
い
う
言
及
が
あ
っ
て
も

よ
さ
そ
う
な
の
に
、
そ
れ
が
な
い
。

も
し
こ
こ
で
想
像
を
遅
し
く
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
な
ら
ば
、
次
の
よ
う
に
考
え
て
み
た
い
と
思
う
。
す
な
わ
ち
、
胡
応
麟
の

手
も
と
に
あ
っ
た
「
捜
神
記
」
の
テ
キ
ス
ト
を
桃
士
舜
と
胡
震
亨
は
、
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
わ
ざ
わ
ざ
書
目
で
見

た
と
云
っ
て
い
る
の
は
、
実
物
を
ち
ゃ
ん
と
見
せ
て
も
ら
え
な
か
っ
た
か
ら
だ
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
挑
士
舜
が
「
捜
神
記
」
を
見

た
い
と
求
め
た
と
き
、
胡
応
麟
は
「
書
物
に
詳
し
い
方
に
は
お
示
し
し
た
く
な
い
（
不
敢
以
詰
知
者
ご
と
云
っ
た
と
、
「
見
只
編
」

巻
中
に
あ
る
。
し
か
し
彼
ら
一
一
人
に
は
、
「
捜
神
記
」
を
出
版
し
た
い
と
い
う
強
い
気
持
ち
が
あ
っ
た
。
彼
ら
が
「
捜
神
記
」
に

執
着
し
た
の
は
、
二
人
の
郷
里
で
あ
る
海
塩
（
漸
江
省
）

の
地
が
、
第
二
章
の
最
初
に
も
見
た
よ
う
に
、
そ
こ
に
干
宝
の
父
の
墓
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が
あ
る
と
の
伝
説
が
あ
っ
て
、
子
氏
一
族
と
関
係
薄
か
ら
ぬ
土
地
で
あ
っ
た
こ
と
と
関
わ
っ
て
い
た
。
郷
里
の
先
賢
だ
と
さ
れ
る

子
宝
の
「
捜
神
記
」
を
ど
う
し
て
も
自
分
た
ち
の
手
で
出
版
し
た
い
と
願
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
や
む
を
得
ず
、
乙
の
二
人

の
身
辺
で
、
胡
応
麟
の
テ
キ
ス
ト
と
は
別
に
、
類
書
な
ど
を
用
い
て
、
「
捜
神
記
」
復
元
の
作
業
が
行
わ
れ
た
。
（
中
略
）
こ
の
よ

う
に
し
て
復
元
さ
れ
た
「
捜
神
記
」
は
、
通
行
の
「
晋
書
」
干
宝
伝
の
記
事
を
参
考
に
し
て
、
二
十
巻
本
に
仕
立
て
ら
れ
、
「
秘

明末における『捜神記』出版について

冊
業
函
」
に
収
め
ら
れ
て
出
版
さ
れ
た
。
そ
の
同
じ
テ
キ
ス
ト
が
、
ほ
ど
な
く
、
「
塩
邑
志
林
」
（
天
啓
三
年
序
）
に
も
収
め
ら
れ
、

二
巻
本
と
し
て
出
版
さ
れ
た
。
な
ぜ
こ
巻
本
に
仕
立
て
直
さ
れ
た
の
か
は
分
か
ら
な
い
。
単
に
叢
書
を
収
め
る
た
め
の
都
合
に
よ

っ
た
に
過
ぎ
な
い
の
か
も
知
れ
な
い
。
ち
な
み
に
、
こ
の
「
塩
邑
志
林
」
は
、
挑
士
券
と
胡
震
亨
と
の
故
郷
で
あ
る
、
海
塩
の
地

と
関
わ
り
を
持
つ
先
賢
た
ち
の
著
作
を
集
め
た
叢
書
で
あ
っ
て
、
子
宝
も
そ
の
先
賢
の
一
人
と
し
て
、
「
捜
神
記
」
と
「
干
宝
易

解
」
と
が
、
そ
の
中
に
採
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

小
南
氏
の
見
解
は
次
の
二
点
に
要
約
さ
れ
る
。

一
つ
は
、
桃
士
舜
・
胡
震
亨
が
、
独
自
に
二
十
巻
本
『
捜
神
記
』
を
編
纂
し
た
、

つ

ま
り
二
十
巻
本
「
捜
神
記
』
は
、
胡
応
麟
の
所
蔵
し
て
い
た
テ
キ
ス
ト
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
も
う
一
つ
は
、
挑

士
舜
・
胡
震
亨
の
『
捜
神
記
』
刊
行
の
契
機
と
し
て
、
干
宝
が
彼
ら
二
人
の
郷
里
、
漸
江
省
海
塩
県
の
先
賢
で
あ
っ
た
事
実
が
深
く
関

わ
っ
て
い
る
乙
と
で
あ
る
。

小
南
氏
の
論
ず
る
一
点
目
、
挑
士
舜
・
胡
震
亨
の
手
に
よ
る
『
捜
神
記
』
編
纂
に
つ
い
て
は
、
「
も
し
こ
こ
で
想
像
を
遅
し
く
す
る

こ
と
が
許
さ
れ
る
な
ら
ば
」
と
断
っ
て
い
る
も
の
の
、
若
干
疑
問
が
残
る
。
「
桃
叔
祥

余
の
家
蔵
の
書
目
に
干
宝
「
捜
神
記
』
有
る

47 

を
見
、
大
い
に
骸
き
て
日
く
、
云
々
」
と
い
う
記
事
だ
け
で
は
、
桃
士
舜
が
胡
応
麟
所
蔵
の
『
捜
神
記
』
を
実
見
し
た
の
か
、
そ
う
で
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な
い
の
か
は
判
断
し
難
い
。
む
し
ろ
蔵
書
目
録
に
有
る
の
を
見
た
の
だ
か
ら
、
尚
の
こ
と
現
物
を
目
に
し
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
の

で
あ
る
。
小
南
氏
が
す
で
に
前
掲
論
考
に
お
い
て
指
摘
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
胡
応
麟
は
志
怪
小
説
に
興
味
を
抱
い
て
お
り
、
「
異
」

の
字
を
標
題
と
す
る
志
怪
小
説
を
輯
侠
し
て
、
『
百
家
異
苑
』
を
編
纂
し
て
い
る
。
そ
れ
以
外
に
も
胡
応
麟
は
「
少
室
山
房
筆
叢
』
九

流
緒
論
下
に
お
い
て
、
〈
小
説
〉

の
ジ
ャ
ン
ル
を
六
つ
に
分
類
し
て
論
じ
て
い
る
が
、
そ
の
第
一
番
目
に
〈
志
怪
〉
の
項
目
を
た
て
、

そ
の
代
表
と
し
て
「
捜
神
記
」
の
名
を
挙
げ
て
い
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
胡
応
麟
が
志
怪
小
説
に
関
心
が
あ
っ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
『
甲
乙
剰
言
」
の
記
事
か
ら
見
て
も
、
胡
応
麟
自
身
が

『
捜
神
記
』
を
輯
侠
し
た
可
能
性
は
排
除
で
き
な
い
。
と
は
い
え
、
桃
土
舜
は
胡
応
麟
所
蔵
の
『
捜
神
記
』
を
実
見
し
得
た
の
か
ど
う

か
に
つ
い
て
は
、
小
南
氏
の
推
測
も
否
定
で
き
ず
、
『
甲
乙
剰
一
言
』
で
胡
応
麟
の
言
う
「
捜
神
記
」
は
即
ち
現
行
の
二
十
巻
本
『
捜
神

記
』
な
の
か
、
と
い
う
問
題
も
根
本
に
は
あ
る
の
だ
が
、
そ
の
由
来
に
つ
い
て
明
確
な
こ
と
は
よ
く
分
か
ら
ず
、
目
下
の
と
こ
ろ
判
断

に
苦
し
む
。
次
に
小
南
氏
が
論
ず
る
二
点
目
、
『
捜
神
記
』
の
「
復
元
作
業
を
行
っ
た
背
景
に
は
、
千
宝
を
海
塩
県
の
地
の
先
賢
だ
と

す
る
、
郷
土
意
識
が
働
い
て
い
た
」
と
い
う
点
に
つ
い
て
、
章
を
改
め
て
論
ず
る
。

捜
神
記

の
撰
者
子
宝
と
湖
江
省
海
塩
県
の
郷
紳

前
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
小
南
氏
は
「
郷
里
の
先
賢
だ
と
さ
れ
る
干
宝
の
『
捜
神
記
』
を
ど
う
し
て
も
自
分
た
ち
の
手
で
出
版
し
た

い
」
と
い
う
、
漸
江
省
海
塩
県
の
文
人
た
ち
の
熱
意
に
よ
っ
て
二
十
巻
本
『
捜
神
記
』
が
出
版
さ
れ
た
、
と
述
べ
る
。
現
在
通
行
す
る

二
十
巻
本
『
捜
神
記
』
は
、
胡
震
亨
編
『
秘
冊
蒙
画
』
（
以
下
、
「
秘
冊
蒙
函
』
本
と
略
称
）
に
収
め
ら
れ
る
形
が
、
も
っ
と
も
古
い
も

の
で
あ
る
。
そ
の
『
秘
情
蒙
函
』
の
序
文
が
記
さ
れ
た
万
暦
三
十
一
年
（
一
六
O
三
一
年
）
よ
り
二
十
年
後
の
、
天
啓
三
年
（
一
六
二
三



年
）
序
を
冠
す
る
『
塩
邑
志
林
』
に
、
「
秘
冊
葉
函
』
本
『
捜
神
記
』
と
同
じ
テ
キ
ス
ト
が
、
一
一
巻
本
（
以
下
「
塩
邑
志
林
』
本
と
略

称
）
の
形
で
収
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
事
実
を
基
に
、
小
南
氏
は
、
胡
震
亨
・
桃
士
舜
の
「
捜
神
記
」
出
版
に
は
郷
土
意
識
が
関
わ
っ

て
い
る
、
と
指
摘
し
た
の
で
あ
る
。
筆
者
は
、
こ
の
『
塩
邑
志
林
』
本
に
関
し
て
は
小
南
氏
の
論
ず
る
通
り
で
あ
る
と
考
え
る
。

胡
震
亨
と
挑
士
舜
と
は
、
「
秘
冊
葉
函
』

『
塩
邑
志
林
』
と
い
っ
た
叢
書
の
編
纂
・
刊
行
を
盛
ん
に
行
っ
て
い
た
が
、
そ
れ
以
外

明末における『捜神記』出版について

に
も
、
当
時
の
知
県
で
あ
っ
た
奨
維
城
の
監
修
の
下
、
漸
江
省
海
塩
県
の
地
方
志
、
天
啓
「
海
塩
県
図
経
』
（
天
啓
甲
子
〈
天
啓
四

年
・
一
六
二
四
年
〉
序
）
を
編
纂
し
て
い
る
。
こ
の
中
に
干
宝
に
関
す
る
記
事
が
幾
っ
か
見
ら
れ
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
胡
震
亨
ら
が
干

宝
に
強
い
関
心
を
抱
い
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
例
え
ば
次
の
よ
う
な
記
事
が
あ
る
。

郷
賢
〔
一
刺
〕
に
は

干
宝
・
顧
況
（
中
略
）
鄭
履
準
・
許
聞
を
租
る
。
二
嗣
（
名
富
嗣
・
郷
賢
嗣
）
に
至
り
て
は
、
皆
な
学
宮
に

在
り
て
文
廟
の
左
右
に
列
せ
ら
る
。

（
『
海
塩
県
図
経
』
方
域
篇
第
一
之
二
・
六
之
県
職
署
・
秩
一
刺
）

右
の
記
事
に
よ
り
、
干
宝
が
海
塩
県
の
学
校
の
郷
賢
嗣
に
杷
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
『
海
塩
県
図
経
』
巻
二
の
末
に

は
、
海
塩
県
の
学
校
に
お
け
る
廟
の
位
置
が
図
で
示
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
『
晋
書
』
干
宝
伝
は
「
〔
河
南
省
〕
新
禁
〔
県
〕
の
人
」

と
、
そ
の
出
身
を
記
し
て
お
り
、
こ
れ
を
見
る
隈
り
、
干
宝
は
海
塩
県
と
は
何
ら
関
係
の
無
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
胡
震
亨
は
、

『
海
塩
県
図
経
」
巻
十
二
人
物
伝
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
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震
亨
按
ず
る
に
、
徐
泰
『
〔
海
塩
県
〕
土
砂
』
に
云
う
、
「
「
晋
史
』
に
〈
〔
干
〕
宝
は
新
禁
の
人
な
り
〉
と
。
『
一
統
志
」
に
〈
宝
は

ょ

た

新
禁
自
り
〔
漸
江
省
〕
嘉
興
〔
県
〕
に
徒
り
、
父
〔
干
〕
埜
は
海
塩
に
葬
ら
る
〉
と
。
「
五
行
記
』
に
〈
宝
は
海
塩
の
人
為
り
〉
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と
載
す
れ
ば
、
則
ち
南
に
居
を
徒
す
は
、
実
に
埜
昏
り
始
ま
り
て
、
宝
は
固
よ
り
海
塩
の
人
た
る
こ
と
疑
い
無
き
な
り
」
と
。

〔
徐
〕
泰
の
援
引
す
る
所
酌
く
の
如
し
。
今
再
考
す
る
に
、
釈
道
宜
「
続
高
僧
〔
伝
〕
』
慧
因
伝
の
内
、
後
育
の
名
秩
並
び
に
籍

唐
人
の
撰
す
る
所
な
れ
ば
、
古
を
去
る
こ
と
遠
か
ら
ず
、
尤
も
宝
の
〔
海
〕
塩
人
為
る
の

海
塩
に
繋
が
る
を
附
載
す
。
此
の
書

確
証
な
ら
ん
も
徐
〔
泰
〕
の
「
志
』
の
未
だ
備
わ
ら
ざ
る
所
を
補
う
べ
し
と
し
か
云
う
。

胡
震
亨
は
、
ま
ず
徐
泰
『
海
塩
県
志
』
の
中
の
、
干
宝
が
海
塩
県
の
人
で
あ
る
こ
と
を
示
す
記
事
を
引
用
し
、
そ
の
上
で
「
続
高
僧

伝
』
慧
因
伝
の
中
に
、
干
宝
の
後
商
の
官
位
と
そ
の
戸
籍
が
海
塩
に
属
す
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
、
と
述
べ
る
。
こ
の
よ
う
に
胡
震

亨
は
重
ね
て
、
干
宝
が
海
塩
県
の
人
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
お
り
、
い
か
に
胡
震
亨
が
郷
土
の
先
賢
干
宝
に
対
し
て
関
心
を
払
っ
て

い
た
か
窺
え
る
の
で
あ
る
。
ま
た
こ
の
他
に
も
、
「
海
塩
県
図
経
』
巻
三
・
方
域
篇
第
一
之
三
・
七
之
県
名
勝
譜
に
、
干
宝
の
父
の
墓

が
、
県
の
西
南
四
十
里
に
あ
る
と
い
う
記
事
が
見
ら
れ
る
。
同
巻
十
六
・
雑
識
篇
第
七
に
は
、
干
宝
の
兄
が
蘇
生
し
た
話
も
見
え
る
。

筆
者
の
実
見
の
限
り
で
は
、
『
海
塩
県
図
経
』
に
お
い
て
、
他
の
先
賢
と
比
べ
て
も
、
子
宝
と
そ
の
一
族
に
関
す
る
記
事
は
決
し
て
少

な
く
な
い
と
言
っ
て
よ
い
。
胡
震
亨
を
は
じ
め
と
す
る
漸
江
省
海
塩
県
の
郷
紳
ら
の
、
子
宝
に
対
す
る
関
心
の
深
さ
が
窺
え
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

以
上
『
海
塩
県
図
経
」
の
記
事
を
挙
げ
、
小
南
論
考
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
干
宝
を
は
じ
め
と
す
る
干
氏
一
族
は
漸
江
省
海
塩
県
と

非
常
に
縁
が
深
か
っ
た
と
と
を
述
べ
た
。
特
に
、
干
宝
が
海
塩
県
の
学
校
の
郷
賢
嗣
に
記
ら
れ
て
い
た
と
い
う
、
「
海
塩
県
図
経
」
の

記
事
に
よ
り
、
胡
震
亨
を
は
じ
め
当
時
の
海
塩
県
の
郷
紳
ら
に
は
、
干
宝
を
郷
土
の
先
賢
と
し
て
敬
う
思
い
が
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る

の
で
あ
る
。



天
啓
「
海
塩
県
図
経
』
が
、
当
時
の
知
県
で
あ
っ
た
奨
維
城
の
監
修
の
下
、
胡
震
亨
・
桃
士
舜
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
地
方
志
で
あ

る
こ
と
は
、
先
に
も
述
べ
た
。
そ
し
て
、
二
巻
本
「
捜
神
記
』
を
収
め
る
『
塩
邑
志
林
」
も
ま
た
、
奨
維
城
の
監
修
の
下
、
胡
震
亨
・

桃
士
舜
を
中
心
と
し
た
、
海
塩
県
の
郷
紳
た
ち
の
筆
記
を
集
め
た
叢
書
、
と
い
っ
た
性
格
を
帯
び
て
い
る
。
ま
た
、
吋
海
塩
県
図
経
」

に
は
、
天
啓
三
年
（
一
六
二
三
年
）

の
序
が
附
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ

の
序
、
「
塩
邑
志
林
】
に
は
天
啓
四
年
（
一
六
二
四
年
）

ば
、
両
者
の
成
立
時
期
は
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
り
、
そ
の
上
、
両
者
と
も
知
県
の
奨
維
城
が
監
修
し
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
両
者
に
は

明末における『捜神記』出版について

何
ら
か
の
共
通
し
た
刊
行
意
図
が
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
よ
う
。

漸
江
省
海
塩
県
は
、
明
末
に
初
め
て
、
そ
れ
ま
で
の
里
甲
制
よ
り
均
田
制
へ
の
移
行
が
進
め
ら
れ
た
県
で
あ
る
。
そ
の
際
に
、
郷
紳

た
ち
は
均
田
制
に
よ
る
不
利
益
を
恐
れ
、
妨
害
を
幾
度
と
な
く
起
こ
し
、
知
県
が
そ
の
解
決
に
心
を
砕
い
た
こ
と
は
、
潰
島
敦
俊
「
明

代
江
南
農
村
社
会
の
研
究
』
（
東
京
大
学
出
版
会
・
一
九
八
二
年
）
に
詳
し
い
。
潰
島
論
考
に
よ
れ
ば
、
天
啓
『
海
塩
県
図
経
』
と
は
、

「
自
ら
も
天
啓
元
年
の
均
田
均
役
を
実
施
し
た
知
県
焚
維
城
が
郷
紳
（
万
暦
二
十
五
年
挙
人
）
胡
震
亨
に
編
纂
さ
せ
た
も
の
で
あ
り
、

〈
乾
隆
「
海
塩
県
続
図
経
』
巻
六
、
人
物
、
胡
震
亨
の
条
〉
、
均
田
均
役
の
実
施
を
推
進
す
る
意
図
に
基
づ
い
て
刊
行
さ
れ
た
」
と
い
う

地
方
志
で
あ
る
。
潰
島
論
考
は
、
海
塩
県
の
郷
紳
に
対
す
る
知
県
奨
維
城
の
懐
柔
に
つ
い
て
、
直
接
は
言
及
し
な
い
も
の
の
、
閥
幹
事

に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
考
え
た
い
。
天
啓
年
聞
に
「
海
塩
県
図
経
』

「
塩
邑
志
林
』
と
、
海
塩
県
に
関
す
る
叢
書
を
刊
行
さ
せ
た
の

は
、
知
県
と
し
て
郷
紳
ら
を
慰
撫
す
る
目
的
が
あ
り
、
そ
う
す
る
こ
と
で
均
田
均
役
を
は
じ
め
と
す
る
奨
維
城
の
政
策
に
支
障
を
も
た

ら
す
こ
と
を
防
い
だ
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
、
と
。
『
海
塩
県
図
経
』
と
「
塩
邑
志
林
』
と
の
間
に
は
、
こ
の
よ
う
な
共
通
す
る
刊
行

意
図
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
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い
ず
れ
に
せ
よ
、
『
海
塩
県
図
経
』
に
子
宝
に
関
す
る
記
事
が
多
く
見
ら
れ
た
り
、
『
塩
邑
志
林
』
に
二
巻
本
『
捜
神
記
』
が
収
め
ら
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れ
て
い
る
の
は
、
海
塩
県
の
郷
紳
た
ち
が
郷
土
の
先
賢
と
し
て
干
宝
を
尊
敬
す
る
念
よ
り
生
じ
た
と
言
え
よ
う
。
以
上
天
啓
「
海
塩
県

図
経
』
よ
り
、
干
宝
に
関
す
る
記
事
を
幾
っ
か
挙
げ
た
。
こ
れ
ら
の
記
事
に
よ
っ
て
、
小
南
論
考
が
す
で
に
指
摘
す
る
よ
う
に
、
干
宝

は
漸
江
省
海
塩
県
と
縁
の
深
い
人
物
で
あ
り
、
胡
震
亨
ら
が
『
捜
神
記
』
の
刊
行
に
至
っ
た
背
景
に
は
、
同
郷
の
先
賢
で
あ
る
干
宝
に

対
す
る
尊
敬
の
念
が
働
い
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

確
か
に
『
塩
邑
志
林
」
本
「
捜
神
記
』
に
関
し
て
は
、
小
南
氏
の
説
は
正
し
い
と
言
え
よ
う
。
し
か
し
、
「
秘
冊
葉
画
』
所
収
『
捜

神
記
』
に
つ
い
て
も
、
『
塩
邑
志
林
』
本
同
様
「
郷
土
意
識
」
の
所
産
と
一
吉
田
え
る
で
あ
ろ
う
か
。
無
論
「
秘
冊
葉
函
』
も
『
塩
邑
志
林
』

と
同
じ
く
、
胡
震
亨
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
て
お
り
、
「
秘
冊
業
函
』
の
編
纂
の
時
点
で
も
、
胡
震
亨
は
干
宝
を
海
塩
県
の
先
賢
と
す
る

認
識
は
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
「
秘
冊
蒙
画
』
と
「
塩
邑
志
林
」
と
の
成
立
の
聞
に
は
、
凡
そ
二
十
年
の
隔
た
り
が
あ
り
、
基

本
的
に
両
者
は
、
そ
の
編
纂
方
針
を
含
め
て
同
一
視
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
多
言
を
要
し
な
い
。
小
南
論
考
は
そ
の
二
十
年
の
年

月
の
差
を
意
識
し
て
い
な
い
よ
う
に
恩
わ
れ
る
。
『
秘
冊
葉
函
』
に
は
、
単
な
る
郷
土
意
識
で
は
掬
い
き
れ
な
い
、
明
人
の
当
時
の
小

説
観
を
考
え
る
上
で
重
要
な
手
が
か
り
が
ひ
そ
ん
で
い
る
。
之
の
点
に
つ
い
て
は
、
次
章
に
お
い
て
言
及
し
た
い
。

、
『
秘
冊
象
函
」
に
関
わ
る
知
識
人

清
末
民
国
初
の
葉
徳
輝
『
書
林
清
話
」
巻
七
・
明
毛
晋
波
古
閤
刻
書
七
は
、
「
秘
冊
葉
画
』
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

按
ず
る
に
、
『
秘
冊
禁
画
』
其
の
未
だ
『
津
逮
秘
書
』
に
帰
井
せ
ら
る
る
を
経
ざ
る
以
前
、
印
本
の
伝
布
頗
る
稀
な
り
。
吾
れ
曾

て
蔵
し
て
多
種
有
り
。
「
歳
華
紀
麗
』

『
珊
環
記
』
実
に
其
の
内
に
有
れ
ば
、
則
ち
其
の
収
む
る
所
蕪
雑
な
り
。



葉
徳
輝
が
「
蕪
雑
」
と
評
す
る
よ
う
に
、
『
秘
冊
蒙
画
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
書
物
は
統
一
性
を
欠
い
て
お
り
、
そ
の
明
確
な
編
纂

方
針
は
見
出
し
に
く
い
。
例
え
ば
、
漢
・
趨
爽
注
『
周
酔
算
経
』
と
い
う
天
文
算
法
の
書
物
が
あ
れ
ば
、
唐
・
李
鼎
一
肝
「
易
解
』
と
い

う
易
の
注
釈
書
も
あ
る
と
い
っ
た
具
合
で
あ
り
、
ま
た
、
宋
・
孟
元
老
「
東
京
夢
華
録
』
と
い
っ
た
、
日
汗
京
の
風
俗
を
記
し
た
地
理
書

な
ど
も
お
さ
め
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
『
秘
冊
蒙
函
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
書
物
は
、
そ
の
種
類
に
富
ん
で
お
り
、
『
秘
冊
葉
函
』
白

、明末における『捜神記』出版について

体
の
編
纂
目
的
は
、
海
塩
県
と
直
接
の
関
係
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。

さ
て
、
胡
震
亨
の
活
躍
し
た
明
末
の
時
代
は
、
出
版
の
盛
ん
な
時
代
で
あ
り
、
そ
の
中
で
も
と
り
わ
け
漸
江
省
は
当
時
の
出
版
に
お

け
る
中
心
地
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
葉
昌
織
『
蔵
書
紀
事
詩
』
や
葉
徳
輝
『
書
林
清
謹
巴
が
言
及
す
る
よ
う
に
、
胡
震
亨
は
そ
の
漸
江

省
に
お
け
る
蔵
書
家
と
し
て
有
名
な
人
物
の
一
人
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
当
時
は
蔵
書
家
た
ち
が
自
ら
の
所
蔵
す
る
秘
本
を
盛
ん
に
刊
行

し
て
い
た
が
、
『
秘
冊
葉
函
』
に
も
そ
の
よ
う
な
編
纂
姿
勢
が
窺
え
る
と
い
っ
て
よ
い
。
『
秘
冊
葉
函
』
序
は
次
の
よ
う
に
昔
守
つ
。

僕
輩

墳
典
を
好
む
こ
と
頗
る
蘭
の
如
き
に
叶
え
り
。
乃
ち
王
充
の

ぉ

〔
ご
と
く
〕
障
を
閲
し
て
は
典
質
を
怯
し
む
こ
と
無
し
。
班

誠
に
之
れ
有
り
て
、
緊
む
る
は
亦
た
富
め
り
。
（
中
略
）
書
応

に
四
部
に
分
か
つ
べ
く
も
、
本
少
な
け
れ
ば
、
未
だ
倫
別
を
須
い
ず
、
略
ぼ
撰
人
の
年
代
を
以
て
次
と
為
す
の
み
。

嗣
の

〔
ご
と
き
〕
本
を
乞
え
ば
屡
々
議
答
に
逢
う
に
至
る
。
癖

右
の
記
事
の
「
王
充
の

〔
ご
と
く
〕
鰭
を
閲
し
て
は
」
と
い
う
の
は
、
王
充
の
若
か
か
り
し
時
、
家
が
貧
し
か
っ
た
た
め
に
洛
陽
の

書
障
の
書
を
時
諦
し
、
百
家
の
言
に
通
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
、
と
い
う
「
後
漢
書
』
壬
充
伝
の
記
事
に
よ
る
。
ま
た
、
「
班
嗣
の

と
き
〕
本
を
乞
え
ば
」
と
い
う
の
は
、
「
漢
書
』
班
嗣
伝
に
、
桓
謂
が
班
嗣
の
蔵
書
を
借
り
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
班
嗣
が
強
く
断
つ
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た
と
い
う
話
が
あ
り
、
乙
れ
に
基
づ
く
。
乙
の
『
秘
冊
蒙
函
』
の
序
文
に
よ
り
、
胡
震
亨
ら
「
秘
冊
蒙
函
』
の
編
纂
者
が
、
書
物
を
蒐
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集
す
る
癖
が
あ
り
、
そ
れ
が
昂
じ
て
自
ら
の
蔵
書
を
ま
と
め
て
「
秘
冊
葉
画
』
を
刊
行
す
る
に
至
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

さ
て
次
に
、
『
秘
冊
葉
函
』
の
編
纂
者
た
る
胡
震
亨
の
当
時
に
お
け
る
文
学
的
志
向
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
第
一
章
で
す
で
に

述
べ
た
よ
う
に
、
『
秘
冊
業
函
』
の
編
纂
者
の
一
人
で
あ
る
桃
士
舜
は
、
明
末
の
文
人
胡
応
麟
と
深
い
交
友
関
係
に
あ
っ
た
。
ま
た
、

『
秘
冊
葉
函
』
所
収
「
霊
宝
真
霊
位
業
図
』
に
は
、
王
世
貞
の
序
文
が
附
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
王
世
貞
と
胡
応
麟
と
は
、
明
末
の
文
人

集
団
で
あ
る
古
文
辞
派
に
属
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
『
秘
冊
葉
画
』
の
編
纂
者
で
あ
る
胡
震
亨
・
桃
士
舜
は
、
王
世
員
・
胡
応
麟
ら

古
文
辞
派
と
何
ら
か
の
繋
が
り
が
あ
っ
た
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
古
文
辞
派
が
文
学
ジ
ャ
ン
ル
の
中
で
も
尊
ぶ
の
は
、
王
世
貞
の
持

論
「
文
は
必
ず
西
灘
、
詩
は
必
ず
盛
唐
」
（
「
明
史
」
王
世
員
伝
）
が
一
不
す
よ
う
に
、
時
代
の
古
い
散
文
・
詩
文
に
傾
く
も
の
で
あ
る
。

そ
し
て
胡
震
亨
自
身
も
、
『
全
唐
詩
』
の
藍
本
と
な
っ
た
『
唐
音
統
鎮
』
を
は
じ
め
、
李
白
・
杜
甫
の
詩
の
注
釈
書
で
あ
る
『
李
詩

差

『
社
詩
通
』
な
ど
を
編
纂
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
胡
震
亨
は
唐
代
の
詩
集
の
刊
行
に
か
な
り
の
力
を
入
れ
て
お
り
、
唐
代

の
文
学
に
深
い
関
心
が
あ
っ
た
。
以
上
の
点
を
ま
と
め
る
と
、
「
秘
冊
禁
固
』
の
編
纂
者
で
あ
る
胡
震
亨
ら
は
明
末
の
古
文
辞
派
と
突

流
が
あ
り
、
ま
た
彼
ら
の
文
学
的
志
向
の
中
心
を
占
め
る
の
は
詩
で
あ
っ
て
、
と
り
わ
け
唐
代
の
詩
に
傾
倒
し
て
い
た
と
言
え
よ
う
。

中
国
文
学
に
お
い
て
は
「
小
説
」
を
論
ず
る
際
、
「
詩
文
」
は
〈
雅
〉
で
あ
り
、
「
小
説
」
は
〈
俗
〉
で
あ
る
と
し
て
、
扱
わ
れ
て
き

た
。
つ
ま
り
、
「
小
説
」
に
関
わ
る
乙
と
は
、
民
国
以
前
の
中
国
に
お
い
て
は
、
知
識
人
の
部
事
と
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
第
一
章
に
も
触
れ
た
よ
う
に
、
古
文
辞
派
に
属
す
る
胡
応
麟
は
古
小
説
を
五
つ
の
ジ
ャ
ン
ル
に
分
け
て
論
じ
、
古
小
説

に
関
心
を
払
っ
て
い
た
。
ま
た
、
唐
代
の
詩
に
傾
倒
し
て
い
た
胡
震
亨
は
、
「
捜
神
記
」
・
『
捜
神
後
記
』
・
「
異
苑
』
と
い
っ
た
六

朝
志
怪
小
説
を
収
め
る
「
秘
冊
蒙
画
』
の
編
纂
・
刊
行
を
行
っ
て
い
た
。
彼
ら
は
〈
雅
〉
な
る
「
詩
文
」
を
尊
ん
で
い
る
一
方
で
、

〈
俗
〉
な
る
「
小
説
」
に
関
心
を
払
っ
て
お
り
、
一
見
す
る
と
彼
ら
の
文
学
的
志
向
は
、
全
く
矛
盾
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
で



は
、
「
詩
文
」
を
そ
の
文
学
志
向
の
中
心
と
し
て
い
た
胡
応
麟
や
胡
震
亨
に
と
っ
て
、
六
朝
志
怪
小
説
は
ど
の
よ
う
な
位
置
に
あ
る
の

明末における『披神記』出版について

だ
ろ
う
か
。
本
稿
で
は
、
二
十
巻
本
「
捜
神
記
』
の
編
纂
・
刊
行
の
状
況
及
び
意
図
に
つ
い
て
考
察
し
た
が
、
少
な
く
と
も
胡
応
麟
や

胡
震
亨
は
、
『
捜
神
記
』
を
は
じ
め
と
す
る
文
言
小
説
を
決
し
て
軽
視
し
て
い
た
の
で
は
な
い
。
彼
ら
に
と
っ
て
文
言
小
説
は
軽
ん
じ

る
対
象
で
は
な
く
、
あ
る
程
度
評
価
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
胡
震
亨
や
胡
応
麟
の
著
作
全
体
か
ら
、
「
詩
」
や
「
小
説
」

に
対
す
る
彼
ら
の
評
価
を
考
察
し
、
そ
の
上
で
「
詩
文
」
と
「
小
説
」
と
、
と
い
っ
た
単
純
な
対
立
で
は
な
い
、
中
国
の
知
識
人
の
文

学
観
を
も
う
一
度
見
産
す
手
が
か
り
と
し
た
い
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

お

わ

以
上
、
第
一
・
二
章
に
お
い
て
、
明
末
に
お
け
る
二
十
巻
本
『
捜
神
記
』
の
出
版
に
は
、
胡
震
亨
ら
知
識
人
が
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
、

そ
し
て
、
彼
ら
は
漸
江
省
海
塩
県
の
郷
紳
で
あ
っ
て
、
同
郷
の
先
賢
で
あ
る
干
宝
に
対
す
る
尊
敬
の
念
か
ら
『
捜
神
記
』
の
出
版
に
至

っ
た
こ
と
を
述
べ
た
。
第
一
一
一
章
に
お
い
て
は
、
古
文
辞
派
に
属
す
る
胡
応
麟
や
唐
代
の
詩
に
傾
倒
す
る
胡
震
亨
が
、
『
捜
神
記
』
を
は

じ
め
と
す
る
、
文
言
小
説
に
あ
る
程
度
の
評
価
を
与
え
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
言
及
し
た
。

さ
て
明
末
に
あ
っ
て
、
復
古
を
唱
え
る
古
文
辞
派
は
、
裳
宏
道
ら
衰
氏
三
兄
弟
を
中
心
と
す
る
公
安
派
と
、
そ
の
文
学
志
向
の
違
い

に
よ
り
、
対
立
し
て
い
た
。
哀
宏
道
ら
公
安
派
は
『
金
瓶
梅
』
な
ど
の
白
話
小
説
を
評
価
し
て
お
り
、
そ
れ
に
対
し
古
文
辞
派
に
属
す

る
胡
応
麟
ら
は
文
書
小
説
を
評
価
し
て
い
た
。
胡
応
麟
が
古
小
説
を
五
つ
の
ジ
ャ
ン
ル
に
分
け
て
評
価
し
た
こ
と
、
及
び
胡
震
亨
が

『
捜
神
記
』
を
刊
行
す
る
に
至
っ
た
背
景
に
は
、
当
時
に
お
け
る
文
人
集
団
の
文
学
観
の
対
立
も
関
わ
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
筆

者
は
考
え
て
い
る
。
こ
う
し
た
点
も
踏
ま
え
て
、
今
後
も
明
末
に
お
け
る
文
言
小
説
の
出
版
活
動
を
考
察
し
て
い
き
た
い
。
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